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～ ひかり探Ｑプロジェクト～ 

「 室 積 の 探 Ｑ 」 

 

                          光市立室積中学校 ３年 

                                 江 崎 奏 弥 

           「ひかり探Ｑプロジェクト」経過発表（会場：室積中学校）より 

 

１ はじめに 

 最初に私が参加している「ひかり探Ｑプロ

ジェクト」について紹介します。この活動は、

光市を舞台に自

分の「気になる」

を探し、それを

考える場です。

私がこの活動に

参加した理由

は、「室積」につ

いて調べてみた

いけど、「どう調

べたらいいのかわからない」という時に、校

長先生から探Ｑをやってみたら？ というふ

うに声をかけられ参加しました。 

 

２ 室積の「良いところ」 

 それでは、「ひかり探Ｑプロジェクト」で

学んだことを皆さんに伝えたいと思います。

皆さんは室積の「良いところ」として何を思

い浮かべますか？ おそらく皆さんは海、山、

歴史、文化、この

ようなことを思

い浮かべたので

はありません

か。 

 しかし、私はこれ以上に思う「良いところ」

があります。それは「人の温かさ」です。私

の自転車がパンクしていた時に、わざわざ車

から降りて声をかけてくれた人や、素振りを

している時に赤

玉ねぎをくれた

人など、優しい

方が室積にはた

くさんいます。 

 こんなに良い人たちがいることを、「室積

以外の人に知ってもらいたい」と考えました。

そのためには、

やはり室積以外

の人が集まって

くる必要があり

ます。なので、

室積にある自然や歴史をうまく活用すれば

良いのではないかと考えました。そこで、僕

は歴史に着目しました。 

 

３ 第二奇兵隊とは 

 調べていくうちに一つの存在について知

ります。それは

「第二奇兵隊」

です。第二奇兵

隊について知

っている人は

いますか？ ほとんど知らない人が多いの

ではないでしょうか。 

 では「奇兵隊」はさすがに聞いたことある

でしょう。長州藩の高杉晋作が創設し、身分

を問わず集めた江戸時代末期の混成部隊の

ことです。第二奇兵隊は奇兵隊との関わりが
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あり、総督となった白井小助は奇兵隊で参謀

として参加するほどの人でした。もっと説明

したいのですが、時間がないので簡潔に説明

します。 

 それは室積を中心にできた部隊というこ

とです。さて、どうして第二奇兵隊を調べよ

うと思ったのか。それは室積の歴史の中で欠

かせないものだから、そして実際に室積にも

幕末の志士がい

たことに興味を

持ったからで

す。 

 「やってみた

い」と思ったこ

とは、第二奇兵

隊にゆかりがあ

るところを訪れ

てみたい、もっと第二奇兵隊のことを知りた

いということです。そこで 11月下旬、実際

に第二奇兵隊とゆかりがあるところへ行っ

てきました。 

 

４ 第二奇兵隊の足取りをたどる 

 まずは結成の地、室積の専光寺です。専光

寺には三百名が

隊士として参加

していました

が、狭くなった

ため普賢寺へと

移動しました。

当時の室積は港

町で発展してお

り、商人等がい

る中、訓練は難

しいと判断し、

石城山へと移動

します。そうし

て石城山は第二

奇兵隊の本拠地

となり、練兵の

一環として射

撃、騎兵の訓練

を行っていまし

た。 

 

５ 第二奇兵隊の活躍 

 それでは、第二奇兵隊の活躍についてお話

します。江戸時代末期、幕府軍は長州へと攻

め込んできます。いわゆる第二次長州征伐で

す。開戦してす

ぐに周防大島は

幕府軍に占領さ

れてしまいまし

た。その時に大

砲で撃たれたり、略奪があったことで、毛利

家は第二奇兵隊を大島へと向かわせました。 

 しかし、幕府軍二万に対して第二奇兵隊は

わずか四百人、

一度柳井まで下

がりました。幕

府軍は簡単に勝

ったことで調子

に乗り始めます。しかし、これこそが作戦で、

周防大島の近くに来ていた高杉晋作らと共

闘し、高杉晋作率いる船の部隊が夜襲を仕掛

けます。混乱しているうちに第二奇兵隊も奮

戦し、大島を奪還することに成功しました。 

 また、幕末と言えばで有名な新選組との対

決は、鳥羽伏見の戦いで三度も勝利していま

す。さて、第二

奇兵隊の活躍は

どうだったでし

ょうか。僕は格

好いいと思いま

す。 
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６ 活動の振り返り 

 僕はこの探Ｑを通して、地域を盛り上げら

れる要素は揃っ

ていることと、

室積には探究し

てもまだまだ知

らないものがた

くさんあるということを学びました。 

 この探Ｑをこれからの生活に生かしてい

きたいと思います。好奇心や調べる力、行動

力は、「問題を解決する力」へとつながり、

地域のイベントやボランティアへの参加は

「地域愛」へとつながります。僕は室積のこ

とが大好きで、

「みたらいアー

トプロジェク

ト」や「早長秋祭

り」、「七草がゆ」

のボランティアなどに参加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 室積が好きな

人は、ボランテ

ィアやイベント

に参加してみて

はどうでしょう

か。また、今日の発表で「ひかり探Ｑプロジ

ェクト」に興味を持った人はぜひ参加してみ

てください。中学 1年生からでも中学 3年生

からでも大丈夫です。仲間と一緒に参加して

みるのもいいかもしれません。 

 あと、僕のプロジェクトも引き継いでくれ

る人がいれば嬉しいです。最後になりますが、

「ひかり探Ｑプロジェクト」への参加を後押

ししてくださった校長先生、僕の探Ｑをサポ

ートしてくださった永光先生、奥屋先生、磯

部先生、本当にありがとうございました。以

上で発表を終わります。 

 

 


